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１．はじめに 

 今日、学校現場におけるいじめ・不登校・キレル・ムカツクなどの衝動的行動に走る子どもたちの 

実態、さらに運動をする者と全くしない者との二極化現象などに見られるように、子どもの心と体を 

めぐる状況は深刻化している。それらの諸問題に対する対応策の一つとして、「心と体を一体として 

とらえる」観点から、体育（新学習指導要領'98 年 12 月告示）では、「体つくり運動」（従来の「体

操領域」）の中に、その観点を具体化する学習内容として、心・身・人間関係のストレス状態からの解

放をねらう「体ほぐしの運動」が新設された。今後、あらゆる体育領域の導入に取り入れられること

が期待されている。このような動向、すなわち競技種目を超えて身体や動作を見直す作業は欧米諸国

にも見ることができるものであり、「体ほぐしの運動」の研究実践はこれからの体育の教科としての存

在基盤を確かめる重要なものと考えられる。 

 本研究グル－プは、地方都市であるにも拘わらず子どもを取り巻く様々な危機的状況を感じ、1997

年よりそれらに対処する方法を「体気づき」に関する実習やストレスマネージメントの研修等を通じ

て模索してきた。新学習指導要領'の告示により「体ほぐしの運動」が提言され、より豊かな情報収集

が可能となった。ダンスは元来「心と体が一体化」したである教材である。「体ほぐしの運動」へのダ

ンス分野よりの多くの提言や方法論の提供もなされている。 

 そこで本研究では、気づき・調整・交流の 3 要因から構成される「体ほぐしの運動」を導入に取り

入れたダンスの指導，特に創作ダンスの単元モデルの授業実践から、踊ること・表現することが好き

になり、その結果豊かな友人との関わりや身体感覚が養なわれ、より自己を肯定的にとらえた自己の

存在意義を感じ取れる豊かな表現力を持つ生徒の育成のために、「体ほぐしの運動」と創作ダンスの関

連を考慮した効果的指導のあり方や授業構成の有効性を検討することを目的とする。、 

２．研究方法 

 期 間：平成１２年５月～平成１３年２月 

 対 象：鹿児島市立伊敷中学校・鹿児島市立吉野中学校・鹿児島市立城西中学校 

     鹿児島県立鶴丸高等学校・鹿児島県立指宿高等学校 

 内 容：(1) 創作ダンス学習のねらいに関連した「体ほぐしの運動」をとりいれた単元計画案作成 

     (2) 創作ダンス学習のねらいに関連した「体ほぐしの運動」のとりいれた授業の流し方の

      工夫  

     (3)「体ほぐしの運動」を導入した授業における教師の支援の工夫と授業実銭 
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     (4)創作ダンス単元の学習前後における生徒の変化の把握 

         ―生徒の内省及び自尊感情テストを用いた質的・量的有効性の検討―    

  

 

３．結果と考察（中学校） 

  ３．１授業実践 

 「体ほぐしの運動」を導入にとりいれることにより、より豊かな表現力を持つ、自己肯定感の高い

生徒育成のため、創作ダンス授業の実践を以下の点において工夫した。当該校を含む多数の中学校で

の以下の点を考慮した授業実践を行い、その結果は３．２単元計画 ３．３指導計画に示されている。 

   ① 効果的な単元計画のあり方 

・課題学習を柱にし身近なものや遊びから動きを見つけたり、運動課題からひと流れの動 

きづくりを繰り返しながら、次第に小作品づくりへとつなげていけるように計画する。 

 

   ② 体ほぐしの導入について 

・中学生の時期は、思春期にあたり情緒的に不安定で友人との関係をとても気にするので 

特に交流を中心とする体ほぐしのワークをできるだけ主運動と関連づけて取り入れた。 

・体が触れあうことに抵抗がある生徒が多いので、自然に触れあうことができるワークを 

      取り入れた。 

・その日の生徒の状態（季節や時間帯、行事等）に応じてワークの種類や取り入れる順番 

      を工夫した。 

 

   ③ 学習過程の工夫 

・授業の導入段階に体ほぐしの運動を取り入れたところ、さまざまな手応えを感じたが、 

５０分の授業では、体ほぐしを十分に行ない更に、主運動のねらいを達成するのには時 

      間不足を感じたので、試行的に７５分や１００分の授業も試みた。 

 

   ④ 学習課題の工夫 

・我を忘れて遊ぶところから自然と表現へと導けるように、「遊びからダンスに」という 

      学習課題で取り組むことにした。 

 

   ⑤ 支援のあり方 

・体ほぐしを導入するにあたり、生徒が自分自身の気持ちや周りの事象に気づくことがで 

きるように、また受容的な雰囲気の中で、体も心もほぐすことができるように、特に言 

      葉掛けに目を向けて実践を進めた。 

     ・学習の雰囲気にあった音楽を選ぶ。 

 

   ⑥ 評価の工夫 

     ・自分を理解し変容に気づくためのカードを作成し、授業の前後に記入させた。 

     ・学習ノートに友達の良い所を書く欄を設け、相互理解の手立てとした。 

     ・生徒の変容を客観的に把握するために単元の前後にアンケート調査を行なった。 
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  ３．２単元指導計画 

    ダンス指導計画（中学２年生）ダンス指導計画（中学２年生）ダンス指導計画（中学２年生）ダンス指導計画（中学２年生） 
時間 ね ら い 学習課題 学  習  内  容 体ほぐし  

１ 

 

 

・学習の見通しを持
つ 

・オリエンテーション ・ダンスの特性について復習する。 

・学習の見通しを持つ。 

・学習の流れを理解し，学習ノートを作成する。 

・リラクゼーショ
ン 

・寝にょろ，功打 

２

～ 

３ 

恥かしがらずに 
踊る 

 

 

・リズム
にのって
楽しく踊
る 
 

・リズムダンスを楽しも
う！ 

・いろいろなリズムにのって体を動かすことを楽しむ。 ・腕ほぐし 

・全身ほぐし 

       〃 ・リズムダンスの楽しさを味わい，仲間と踊る楽しさを味わう。  

４  

動 

き 

を 

発 

展 

さ 

せ 

て 

楽 

し 

む 

 

 

 

 

 

動きを発

展させる

楽しさを

知る 

 

・お掃除・お掃除 ・掃除の動きをもとに，日常生活を動きにする楽しさを味わう。 

・リズムを変え，リズムパターンをつかみ動きを発展させる。 

・右尻左尻 

５ 

６ 

・物とのかかわり 

    （１００分） 

・いろいろな物を使って動く楽しさを味わう。 

・リズムパターンを工夫し，動きを発展して小作品を創る。 

・ゴミボール 

・物遊び 

⑦ 

⑧ 

・だるまさんが転んだ 

  Ｐａｒｔ２（１００分）

・様々な発想で動く楽しさを味わう。 

・リズムパターンと空間を工夫し，動きを発展して小作品を創る。 

・だるまさんが転
んだ 

・ファンタジー 
 

９ 

・どこでもドアー ・輪をくぐることをきっかけにして，２つの違ったイメージを一連の 

動きにして表現する。 

・模倣遊び 

 

10 

～ 

11 

 

運動の持 

つ動きを 

発展させ 

る楽しさ 

 を知る 

・「走るー跳ぶー転が 

る」 

・思いっきり走り，ジャンプして転がりながら，空間移動の動きの 

おもしろさを発見し，発展させる。 

・いろいろ走り 

・鬼ごっこ 

       〃 ・動きからイメージをつかみ，ひと流れの動きから小作品にする。 

・発表，鑑賞する。 

 

 

12 

～ 

13 

・「捻るー回るー見る」 ・体を自由に使い，空間の広がりと視線の表現を加えたおもしろ 

い動きを発見し，発展させる。 

・木と子リス 

・人間知恵の輪 

       〃 ・動きからイメージをつかみ，ひと流れの動きから小作品にする。 

・発表，鑑賞する。 

 

 

14 

～ 

 

 

・小作品づくり 

・発表，鑑賞 

・衣装からイメージ ・衣装からイメージを引き出し小作品を作る。 

・ひと流れの動きづくり 

・光と陰 

・模倣遊び 

        〃 ・ひと流れの動きからを発展させて，小作品を創る。 

・イメージを深めながら，踊り込む。 

 

16 

          〃 ・発表，鑑賞。まとめ。  
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  ３．３指導案 

    本時の実際本時の実際本時の実際本時の実際 

  (1) 本時のねらい 

 

 (2)学習過程 

過程  学習活動 時間   支援の留意点 指導言語など      
 

 

 

 

 

 

 

導 

 

 

 

 

 

 

入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１健康観察 

 （チェック表を用いた健康状

 態の報告） 

 

２体ほぐしの運動 

・様々な動きを入れたランニン

 グ 

・ゴミボール遊び 

・ファンタジー 

・調整系ワーク 

  （右尻左尻，股関節開き） 

・歌遊び 

  （アルプス一万尺を使っ 

    たリズム遊び） 

 

３ 本時の課題の確認 

 「だるまさんが転んだ」 

 の動きをもとに，リズム 

 変化を工夫して楽しく 

 踊ろう！ 

 

 (ねらい１) 

 イメージした動きをひと 

 流れの動きとして踊こと 

 ができる。 

 

・「だるまさんが転んだ」 

 

・「だるまさんが転んだ○○」 

 

 

 

 

 

5分 

 

 

 

 

 

25分 

 

 

 

 

 

 

 

 

5分 

 

 

 

 

 

 

 

 

20分 

 

 

 

 

 

 

 

 ・チェック表をもとに自分の心身の状態に気付か

 せ，生徒一人ひとりの状況を把握しながら言葉

 かけをする。 

 

 

 ・軽快なリズムに乗りながら，仲間と自由に動き

 心身をリラックスさせる。 

 ・ゴミボールを使って仲間と楽しく動き心身をリ

 ラックスさせる。 

・自分の体の状態や，友達の体に気付かせる。 

・言葉かけの工夫をする。 

・遊びを通して仲間と豊かにかかわりながら，恥

 ずかしさを取り除かせる。 

・声を出したり，体を大きく使って活動さ 

 せる。 

 

・本時の課題について理解させ，活動内容につい

 て見通しを持たせる。 

・本時はリズムを変化させることに視点をおいて

 学習することを理解させる 

 

 

 

・「だるまさんが転んだ」の遊びをしながら夢中に

 させ，恥ずかしさを取り除く。 

 

・条件を付けて，様々な止まり方を楽しませる。 

 

・動き続ける課題を与え，自分の想像したことを

 自由に表現する楽しさを味わわせる。 

 

・人数を増やす課題を与え，仲間と共に 

  動く楽しさを味わわせる 

 

 

 ・今日の体の調子は～だね。 

 

 

 

 

 ・グルグルって回っちゃおう！ 

・ ピョンピョンってとんじゃおう！  

・ 相手を変えて，いろんな人とやって 

 みよう！ 

・ 今，体はどんな感じ？心臓の音聞こ 

 える？床は気持ちいい？ 

・自分の体,どれくらい曲がるかな? 

・大きな声を出しながらね！ 

 大きな動きでやってみよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・～さんのポーズいいね 

 

・～さんの動きいいね！ 

・～さんの動きを大きくしているところが

 いいね。 

 

・人数が増えると，おもしろいね。！ 

 

 

 

① 授業に遊びの要素を取り入れることにより，意欲的に学習に取り組み，自由発想したり表現したりする楽しさや，

創作する楽しさを味わうことができる。 

② 体ほぐしの運動を組み入れながら，豊かに仲間とかかわり自己理解や共感的他者理解を深めることができる。 

③ イメージした動きにリズムを付けてひと流れの動きをつくり，構成を工夫しながら小作品を創ることができる。 
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展 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

 

 

末 

 

 

 

４ 動きを引き出す活動 

・ひと流れの動きづくり 

 （ねらい２) 

 イメージした動きをもとに, 

 リズムに変化をつけて動き 

 を構成し，小作品をつくる 

 ことができる。 

 

・補助カードを使った 

    イメージづくり 

   「 ～する ○○」 

 

 

・くちリズムを使った 

  リズム変化 

 

 

 

 

 ・タイトルを付けた 

   小作品づくり 

 

  

 

 

 

 

５ 見せ合い 

 

 

 

６ 反省・評価・ 

  ・学習ノートの記入 

７ 次時の確認，挨拶 

 

 

 

 

 

 

10分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

10分 

 

 

・ 遊びの中で自然にできたグループで活動さ 

 せる。 

・ 「だるまさんが転んだ」に抑揚をつけて， 

 リズム変化させながら動く楽しさを味わわ 

 せる 

・ 同じ動きを，イメージにあった言い方に変 

 え，違いを感じとらせる。 

 

・ カードを用いてイメージをふくらませ，イメ 

 ージにあった言い方で動きを変化をさせる。 

・ 一人一人の持つ創造性を生かせるよう支援 

 する。 

 

・ イメージした動きをつなげて，みんなでリズ 

 ムを言いながら，繰り返し動くよう助言する。

・ 互いを認め合いながら活動していくことの大 

 切さに気付かせる。 

  

  

・ タイトルを付けてイメージをふくらませな 

 がら，動きを構成するよう助言する。 

・ 活動の状況に応じて，動きを発展させる手だ 

 てとして，空間，力性，時間を変えていくよ 

 う助言する。 

・ ひと流れの動きに，始まり方と終わり方を考 

 えて，小作品にするよう助言する。 

 ・賞賛しながら支援する。 

 

・見せ合う中で，互いの違いやよさを認め合い，

 共感できるように相互評価させる。 

 

 

 

・自己評価や相互評価を通して，自己 

  の変容や他者の変容に気付かせ，互 

  いのよさを認め合う手だてをする。 

 ・健康状態と後始末の確認をする 

 

 

 

 

 

・ 「だるまさんが・・・」のところを，動

 きのイメージにあった言い方でやって

 みるよ・・・どう？ 

 

 

・その発想おもしろいね。工夫してみると

 いいよ。 

 

 

・「～する○○」ってどんな音？どんな言い

 方？ 

・そのくちリズム，イメージがよく出てい

 るね！ 

・大きい声でリズムを言ってやると動きが

 良くなるね。 

 

 

 

・空間の使い方がいいね！アクセントをつ

 けてたらもっとよくなるよ！ 

・その始まり方はイメージがよく出ている

 ね。終わり方をもっと印象的にすると作

 品が生きてくるね。 

 

 

・  あのグループはどんなところがよかっ 

 た？ 

 ・～なところがよかったね。～な動きが工

 夫してあっていいね。 

 

・どんなところがよかった？変わったか 

 な？ 

 ・～さんのどんなところがよかった？ 

 

 

 

(3)  評価 

① 授業に遊びの要素を取り入れることにより，意欲的に学習に取り組み，自由に発想したり表現したりする楽しさや，創作する楽しさ 

  を味わうことができたか。 

  ② 体ほぐしの運動を組み入れながら，豊かに仲間とかかわり自己理解や共感的他者理解を深めることができたか。 

 ③ イメージした動きにリズムを付けてひと流れの動きをつくり，構成を工夫しながら小作品を創ることができたか。 
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３．４単元終了後の生徒の内省分析 

 以上の３．１の原則を元に、３．２の指導計画、３．３の指導案を作成し授業を実施した。授業の 

生徒の内省の要約は以下の表１の通りである。この表から、スムースな他者との交流・自分の心や体 

への気づき・我を忘れて動く・技能の差が余り出ない等「体ほぐしの運動」による効果が顕著に表れ

ている。また、したがって動き方の質や量にも満足感を覚えている。。特筆すべきは「ダンスになって

体育が楽しい」という感想であろう。単元終了後かなり時間がたっても、「あの時のダンス楽しかっ

た。」学期末テストに書かれている。心と体と直結した「体ほぐしの運動」の創作ダンスは相互に良い 

影響を与え合っていると考えられる。中学校では、表現力の向上というより、思いきり動く快感・爽

快感に配慮した指導が重要と思われる。 

表１ 単元終了直後の生徒の内省分析 

                                  １年６４名 

①他人や自分を取り巻く環境  

・いろいろな人と友達になれて楽しかった 

・同じクラスの人とだったけどだいぶ仲良く出来た・ 

・みんなと仲良くなれて良かった 

・ダンスをして友達ができたりして楽しかった 

・ダンスを通して友達の良いところや悪いところが見えてきた 

 

②自分の心や体  

・（すごく・結構）楽しかった２８  ・ダンスの出来映えに満足  

・とても面白かった３      ・最初の２～３倍楽しかった 

・ダンスになって体育が楽しい・色々なものに変身して楽しかった 

最初の頃より自分を出せるようになった 恥ずかしくなくなった２ 

 自分たちで自由に創ったら楽しくなった 

 一生懸命やれて良かった２           

 恥を忘れて踊って楽しかった                 

 ダンスってこんなに面白いのかって思った  

 意見を言えて楽しかった 

・普通です 

・楽しかったが 

 恥かしかった 

・恥かしかったので 

 あんまり表現できなか った 

③動き方（量・質）  

・いろんなことができて良かった    ・発表は満足できた 

・いろいろな作り方があって面白いでした 

・いろいろなダンスとか出来て楽しかった 

・いろんなことを体で表現してすごく良かった↑？ 

・発表をするとき人とぶつかってしまったけど楽しかった 

・発表は成功したとても面白かった  

・良い発表ができて良かった 

・たくさん良いものが踊れて楽しかった 

・おもいっきり踊れて良かった              

・創るのは難しかったけど踊るのは楽しかった 

・すごく楽しいダンスが出来て良かった            

・いつもと違う動きができて良かった 

 

④その他  
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・もっといろいろな曲で友達といっぱい踊りたい 

・ダンスが終わって残念、もっと長く授業をしてほしい７ 

・またがんばりたい４ 

・結構楽しい一日一日を過ごすことが出来た 

・すごく楽しかったダンスを選んで良かった 

プラス マイナス 
 

３．５毎授業前後の生徒の内省変化 

表２ 毎授業前後の生徒の内省分析（複数回答可） 
学習内容 

 学習前 計 学習後 計 

いろいろ走り 

ペアストレッチ 

鬼ごっこ 

みしりさしり 

 
 
 
- 

ガタガタ寒い６ 

緊張  鼻水 

疲れてる３ 

けじめがない     

不安定  イマイチ 

 

 14 

（３９％） 

 

面白かったけど疲れた 

 

 

1 

(2%) 

 普通４ ４(11%) 普通２ ２（５％） 

 
 
 
 
+ 

好調４ 

絶好調５ 

楽しみ 

楽しい 

元気いっぱい７ 

 

１８ 

 

（５０％） 

ハッピー６  心が暖か 

絶好調２   熱い  

ハイな気分２ おかしい 

楽しい４    少し元気 

元気いっぱい７  

暖かくぽかぽか７ おっは～ 

すっきりいい気分４  

 

37 

 

（９３％） 

合計  36 100% 40 100% 

新聞紙 

しっぽとり 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
- 

最低 

寒くてぶるぶる１５ 

がたがた３ 

足が痛い       

お腹が痛い      眠い  

腹が痛い 足が冷たい だるい  

 

25 

（６２％） 

 

疲れた気分 

新聞紙はたいへんだ  

 

３６ 

（８３％） 

 
少し元気 

１（２％） 
楽しかったけど疲れた５ 

 
５（１２％） 
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+ 

 

 

 

絶好調８ 

授業が楽しみ、わくわく３ 

はりきってます 

好調 

ハッピー          

 

１４ 

 

 

（３５％） 

 

 

もっと楽しい気分４ 

ふわふわ 

とても元気３  

馬鹿（なり切った) 

もっと絶好調４ 

すっきり気分３     

新聞の気分（楽しかった）７すご

く面白い２ 
またやりたい 

ぽかぽか暖かい６    

ハッピー気持ち良く２ 生き行き 

 

 

 ３６ 

 

 

（８３％） 

 

 

合計  40 100% ４３ １００％ 

 

学習内容 
 学習前 計 学習後 計 

お掃除 

走り方いろいろ 

鬼ごっこ 

 
 
 
- 

ガタガタ寒い冷たい１８ 

足が冷たい２ 

友達とけんかしてブルー 

ムカムカ 

アンラッキー 

足が痛い     

 

 

 ２４ 

（６５％） 

ちょー楽しかったけどまだ体が 

冷えてる 

腹ぺこ 

 

２ 

（５％） 

 普通４ ５ (1３%) 普通 １（３％） 

 
 
 
 
+ 

わくわく 

絶好調２ 

ドキドキ 

ハッピー 

元気まんまん 

元気２ 

 

８ 

 

（２２％） 

ハッピー６  掃除道具３ 

絶好調５  掃除の叔母さん 

すごく愉快 すごく嬉しい 

楽しい   キャピキャピ 

元気いっぱい７  フワフワ 

暖かくぽかぽか８ ウキウキ 

不思議な気分 

 

３４ 

 

（９２％） 

合計  ３７ 100% ３７ 100% 

走る×止まる 

イメージ 

達磨さんが転んだ 

 

 

 

 

 
 
 
- 

お腹が空いた２ 

眠い     絶不調 

風邪引き       

足が冷たい  頭が痛い 

お腹が痛い       

 

８ 

（４０％） 

 

 ガコガコ 

恥かしい 

 

２ 

（９％） 

 
普通２  のほほん  雲の上 

４（２０％） 
からイモ 

１（１５％） 
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+ 

 

 

うれしい 

元気 

ウキウキ 

いい感じ 

ぽかぽか 

健康 

やる気まんまん 

 

８ 

 

（４０％） 

おもしろ気分  ウキウキ 

とても元気５  笑える人 

絶好調  痛い所が治りました 

ちょーぽかぽか   タコ 

バーゲンの叔母さん 

もっと健康   気持ち良く   

ぽかぽかさつま芋   生き生き 

 

 １８ 

 

（８６％） 

合計  ２０ 100% ２１ １００％ 

３．４において単元終了後の生徒の内省を上げたが、各授業前後の内省記録をポジティブな反応及び

ネガティブな反応に分類を試みた。表２からも顕著なように授業前ネガティブな状態であった生徒た

ちが、授業後生き生きとしたポジティブな反応に変化していることが伺える。つらい状況を抱えなが

ら授業に来る生徒が多いことに気づいた教師も多い。体ほぐしを取り入れた授業の展開によって、ほ

とんどの生徒が幸せな気分になって帰っていったとの報告もあった。 

 このように「体ほぐしの運動」と創作ダンスとの関連を考慮した単元モデル・授業モデルは有効に

機能しており、中学校においてはこのような授業構成は有効であると考えられる。 

 

結果と考察（高等学校） 

  ４，１ 授業実践 

 中学校と同様な手続きにより、高等学校においても授業実践がなされた。授業構成の原則はほぼ同

様であるが、特に高校期では他者との交流を不得手とするものが多く、特に他者との交流に着目した 

「体ほぐしの運動」が精選された。 

   ①効果的な単元計画のあり方 

    ・単元計画は課題学習を基本に置き，運動課題からイメージ課題，そして小作品づく   

    りの流れにし，学校の実態に応じて利用できるようにした。   

    ・体ほぐしの運動の中からダンスの学習に効果的と思われるワークを選択し，メニュ   

    ーを作成して利用できるようにした。  

    ・高校生においては心身のリラクセーションと仲間との交流を軸に体ほぐしの運動を   

    取り入れるようにした。  

     ・リラクセーションのワークは単元の始めにまとめて実施したり，ひとりでできるワ   

    ークを取り入れたりして生活化できるようにした。 

    ・仲間との交流においては運動要素の中の関係性をクローズアップした。 

             ＊関係性→ラバンによる運動の構成要素の１つ 

        ・単元や授業始めに交流系を取り入れ，雰囲気作りを大切にした。 

   ②授業の流し方 

    ・体（心身）をほぐし，授業への入りをスムーズにするためのワークと，展開部を引   

    き出せるようなワークとを取り入れた。 

     ・一人でのワークと，人と関わりながらのワークを組み入れた。 

     ・単位時間内の運動量を考慮してワークを組み入れた。 

   ③支援のありかた 
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     ・受容的な雰囲気をつくるため命令口調でなく「どんな感じ？」等と自分や他人に気   

    づかせる問いかけをこころがけた。 

     ・学習の雰囲気にあったＢＧＭの設定をした。 

    ・楽しく取り組める教具の工夫をした。 

   ④評価のあり方 

    ・内省文をとり、毎時の生徒の変化を見た。          

       ・単元の終わりに内省文を書かせた。 

  ４．２ 単元計画 
 
 以上のような原則を踏まえ、教師が様々なワークを体験すること、その体験したワークを舞踊学習
の主たる分野との関連を考慮すること等から作成された４．２の単元計画４．３の指導案に基づき授 
業実践が行われた。 
 

（１） 学習のねらい  

   ア 体ほぐしを行うことで自己の体に気づき調整力を高める。 

   イ 自分の殻を脱ぎ捨てより深いレベルで仲間と交流する楽しみを味わう。 

    ウ 関わりを生かした教材で仲間と共に動きや作品づくりをする。             

   エ 運動課題のいろいろな動きや作品創りを通して、自分の思いを表現できるようにすることで課題を追求でき創る楽しさを知る。 
   

（２） 1年生前期 

  
時間 ねらい テーマ 学習内容  体ほぐしの運動 

  
1 

  

ダンスの理解 

自分の理解 

オリエンテーション ・ダンス概要・ダンスノート作成  ・ だるまさんが転んだ 

・手遊びゲーム  （意識調査，アンケート）  

  
2 

  
 

  
3 

  

体ほぐし 

 心と体のﾁｭｳﾆﾝｸ  ゙

 ワークの理解 

気づき，調整系のほぐしを中

心に 

気づき＞調整＞交流 

交流系の体ほぐしを中心に 

・ストレスマネージメント 

・マッサージ・ボディパーカッション 

・パラレルウォーク 

・鬼ごっこ・寝にょろ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
4 

  
 

  

楽しくリズムをつくる リズムつくり ・自分のいろいろな身体部位をたたいて 

・他者や物のいろいろな部位をたたいて 

 

・ﾘｯﾗｸｽｼﾞｬﾝﾌ  ゚

・ボディパーカッション 
 

 

 
 
 
 

  
5 

  

リズムにのって 

   楽しく踊る 

現リズムダンス 

 

・リズムにのって自由に身体を動かす 

・一連のリズムダンスを練習する 

・手遊びゲーム    ストレッチ 
 

  
6 

  

 

 

 

 

ひと流れをつくる 

運動課題Ⅰ 

 

運動課題Ⅱ 

・走る・跳ぶ・潜る・捻る 

・走る⇒止まる 

・伸びる⇒縮む⇒回る 

・ 全力疾走     人間ﾚｰﾙ・トンネル  

  

・ リズムダンス 

  

 ７ 
 

 

  

群課題 

イメージ課題 

・捻る⇒回る⇒見る 

・ 集まる⇒離れる 

・ ・表現したいスポーツの発見 

・リズムダンス 

・ ｺﾞﾐﾎﾞｰﾙ･群像 

・ 1･2･3へい 
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 8 
～ 

  
10 

  
11 

  
 

  
 

  

 

 

小作品づくり 

「スポーツ名場面集」 

 

発表 

 

ビデオ鑑賞 

・イメージのあるひと流れ 

・変化発展させイメージをふくらます 

・練習 

・発表 

・ビデオ鑑賞 

・かがみ・みしりさしり 

・だるまさんが転んだ 

・ストレスマネージメント 

・リズムダンス 

 

     

  （３）1年生後期 

  
時間 ねらい テーマ 学習内容              体ほぐし 

 

  
1 

  

「関わり」の工夫をし 

てひと流れをつくる 

関わりⅠ ・近づく・取り巻く・触れるの工夫 

・組み合わせてひと流れ 

・ペーパームーブメント 

   
関わりⅡ ・支えるの工夫 ・ゴミﾎﾞｰﾙ・地蔵倒し   2 

      

公開授業     

   
     ・関わりⅠを取り入れてひと流れ 

  
3 

  

  
４ 

   

 ５ 

関わりⅢ ・持ち上げる・運ぶの工夫 ・ゴミﾎﾞｰﾙ 

・ﾌｧﾝﾀｼﾞ  ー
 ・関わりⅠ・Ⅱを取り入れてひと流れ   

関わりⅠ・Ⅱ・Ⅲ ・いろいろな関わり方を生かした 

   ひと流れの動きづくり 

・リズムダンス 

・ハンドコンタクト 

  
6 

 ～ 

７ 
 

 ８ 
 
９ 
 
 
 
 
 
 

・小作品づくり 
 

・｢関わり」を生かした 

        作品づくり 

 

・発表・鑑賞 

・ビデオ鑑賞 

 

・ 現代的リズムダン ﾊﾟﾗﾚﾙｳｫｰｸ 

・ ﾊﾝﾄﾞｺﾝﾀｸﾄ 

・ﾏｯｻｰｼﾞ ボディパーカッション 

・鬼ごっこ・寝にょろ人間知恵の輪 

・ リズムダンス 

・ ストレスマネージメント 

１ ０

～ 

１８ 

・小作品作り 「朝の読書」から 
読んだ本のイメージから題材を選ぶ 

 

 

・体ほぐしの運動の中から自分の体調

に合わせて選ぶ。 

  
 
４．３ 指導案 

５５５５    本時の実際本時の実際本時の実際本時の実際                                                                                                                                                                                             

    （１）指導区分（１）指導区分（１）指導区分（１）指導区分    一年生後期単元計画一年生後期単元計画一年生後期単元計画一年生後期単元計画            ２／１０２／１０２／１０２／１０                    （１５／２４）（１５／２４）（１５／２４）（１５／２４）                                                                                                                                                     

    （２）本時の目標（２）本時の目標（２）本時の目標（２）本時の目標                                                                                                                                                                 

                ア・自分や他人の動きを意識して動くなかで、他と関わりながら体をほぐしたりして調和的な人関係形成の基礎づくりア・自分や他人の動きを意識して動くなかで、他と関わりながら体をほぐしたりして調和的な人関係形成の基礎づくりア・自分や他人の動きを意識して動くなかで、他と関わりながら体をほぐしたりして調和的な人関係形成の基礎づくりア・自分や他人の動きを意識して動くなかで、他と関わりながら体をほぐしたりして調和的な人関係形成の基礎づくり 

                    をする。をする。をする。をする。     

                イ・運動の課題「支える」を手がかりにして、仲間と協力して、より個性的な動きを楽しく探求する。イ・運動の課題「支える」を手がかりにして、仲間と協力して、より個性的な動きを楽しく探求する。イ・運動の課題「支える」を手がかりにして、仲間と協力して、より個性的な動きを楽しく探求する。イ・運動の課題「支える」を手がかりにして、仲間と協力して、より個性的な動きを楽しく探求する。                 

                ウ・支えるを生かして、ひと流れの動きを創る。ウ・支えるを生かして、ひと流れの動きを創る。ウ・支えるを生かして、ひと流れの動きを創る。ウ・支えるを生かして、ひと流れの動きを創る。 
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（３）（３）（３）（３）    本時の学習の経過本時の学習の経過本時の学習の経過本時の学習の経過 
 

    段階段階段階段階                                 学学学学    習習習習    活活活活    動動動動                         支援の留意支援の留意支援の留意支援の留意点点点点 

 

 

 

    導導導導 

 

 

 

 

        入入入入 

    

＊ねらい１・ゴミボールで動くなかで，自分や他人の動きを意識し関わりながら体ほぐしをする．＊ねらい１・ゴミボールで動くなかで，自分や他人の動きを意識し関わりながら体ほぐしをする．＊ねらい１・ゴミボールで動くなかで，自分や他人の動きを意識し関わりながら体ほぐしをする．＊ねらい１・ゴミボールで動くなかで，自分や他人の動きを意識し関わりながら体ほぐしをする． 
 

１１１１    体ほぐしⅠ体ほぐしⅠ体ほぐしⅠ体ほぐしⅠ 

    ①ゴミボール①ゴミボール①ゴミボール①ゴミボール 

        アアアア    一人で自由に遊ぶ一人で自由に遊ぶ一人で自由に遊ぶ一人で自由に遊ぶ 

        イイイイ    友達と遊ぶ友達と遊ぶ友達と遊ぶ友達と遊ぶ 

                ウウウウ    支持された色に集まり友達と交流する支持された色に集まり友達と交流する支持された色に集まり友達と交流する支持された色に集まり友達と交流する 

       （アルプス一万尺の手遊びを使いながら）（アルプス一万尺の手遊びを使いながら）（アルプス一万尺の手遊びを使いながら）（アルプス一万尺の手遊びを使いながら） 

        エエエエ    リズムダンス・ストレッチをするリズムダンス・ストレッチをするリズムダンス・ストレッチをするリズムダンス・ストレッチをする 

 

２２２２    挨拶挨拶挨拶挨拶    出席点検・健康観察出席点検・健康観察出席点検・健康観察出席点検・健康観察 

 

３３３３    本時の学習のねらいや道筋を知り，学習の仕方を考える本時の学習のねらいや道筋を知り，学習の仕方を考える本時の学習のねらいや道筋を知り，学習の仕方を考える本時の学習のねらいや道筋を知り，学習の仕方を考える 

・・・・    ゴミボールだけを意識して、自由にゴミボールだけを意識して、自由にゴミボールだけを意識して、自由にゴミボールだけを意識して、自由に一人で行うことで自一人で行うことで自一人で行うことで自一人で行うことで自 

    分の体にも意識させる分の体にも意識させる分の体にも意識させる分の体にも意識させる 

・・・・    ゴミボールを利用して他人の動きや言葉を意識しながらゴミボールを利用して他人の動きや言葉を意識しながらゴミボールを利用して他人の動きや言葉を意識しながらゴミボールを利用して他人の動きや言葉を意識しながら 

    思いっきり体を動かすことができるように声かけをする思いっきり体を動かすことができるように声かけをする思いっきり体を動かすことができるように声かけをする思いっきり体を動かすことができるように声かけをする 

・・・・    ﾋｯﾌﾟ･ﾎｯﾌﾟの動きで今以上に心身の体温を上げさせるﾋｯﾌﾟ･ﾎｯﾌﾟの動きで今以上に心身の体温を上げさせるﾋｯﾌﾟ･ﾎｯﾌﾟの動きで今以上に心身の体温を上げさせるﾋｯﾌﾟ･ﾎｯﾌﾟの動きで今以上に心身の体温を上げさせる 

・・・・    ﾌｧﾝｷｨな気分で友達と仲良く交流する中でパートナー探ﾌｧﾝｷｨな気分で友達と仲良く交流する中でパートナー探ﾌｧﾝｷｨな気分で友達と仲良く交流する中でパートナー探ﾌｧﾝｷｨな気分で友達と仲良く交流する中でパートナー探 

    しをさせるしをさせるしをさせるしをさせる 

 

・・・・    元気良く挨拶させる。元気良く挨拶させる。元気良く挨拶させる。元気良く挨拶させる。 

    出席をとりながら健康観察を行なう出席をとりながら健康観察を行なう出席をとりながら健康観察を行なう出席をとりながら健康観察を行なう 

・・・・    本時の学習内容を説明する本時の学習内容を説明する本時の学習内容を説明する本時の学習内容を説明する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    展展展展 

 

 

 

 

 

 

 

        開開開開 

   

    ＊ねらい２・運動課題《倒れる・支える》を手がかりに，仲間と協力して＊ねらい２・運動課題《倒れる・支える》を手がかりに，仲間と協力して＊ねらい２・運動課題《倒れる・支える》を手がかりに，仲間と協力して＊ねらい２・運動課題《倒れる・支える》を手がかりに，仲間と協力して，動きを工夫し《支え》を生かしたひと，動きを工夫し《支え》を生かしたひと，動きを工夫し《支え》を生かしたひと，動きを工夫し《支え》を生かしたひと 

                        流れの動きをつくる．流れの動きをつくる．流れの動きをつくる．流れの動きをつくる． 

    
 

４４４４    倒れる・支えるの工夫をする倒れる・支えるの工夫をする倒れる・支えるの工夫をする倒れる・支えるの工夫をする 

    ①地蔵倒し①地蔵倒し①地蔵倒し①地蔵倒し 

 

    ②②②②TrustTrustTrustTrust    memememe    GameGameGameGame 

 

    ③いろいろな倒れ方・支え方を知る③いろいろな倒れ方・支え方を知る③いろいろな倒れ方・支え方を知る③いろいろな倒れ方・支え方を知る 

     

    ④パートナー（④パートナー（④パートナー（④パートナー（AAAA さんさんさんさん BBBB さん）でひと流れの動きをするさん）でひと流れの動きをするさん）でひと流れの動きをするさん）でひと流れの動きをする 

        アアアア    離れて立つ⇒近づく⇒倒離れて立つ⇒近づく⇒倒離れて立つ⇒近づく⇒倒離れて立つ⇒近づく⇒倒////支支支支((((AAAA さん）さん）さん）さん）⇒離れる⇒離れる⇒離れる⇒離れる 

 

・・・・    お互いの身体の重さを確認させるお互いの身体の重さを確認させるお互いの身体の重さを確認させるお互いの身体の重さを確認させる 

・・・・    支えた後の支えた後の支えた後の支えた後の pushpushpushpush のタイミングを体で感じとらせるのタイミングを体で感じとらせるのタイミングを体で感じとらせるのタイミングを体で感じとらせる 

・・・・    無理のないように安全面に留意させる無理のないように安全面に留意させる無理のないように安全面に留意させる無理のないように安全面に留意させる 

・・・・        パートナーを信用させながらリズムに合わせて楽しく行パートナーを信用させながらリズムに合わせて楽しく行パートナーを信用させながらリズムに合わせて楽しく行パートナーを信用させながらリズムに合わせて楽しく行 

    わせるわせるわせるわせる 

・・・・    いろいろな身体部位で、様々な倒れ方・支え方を師範すいろいろな身体部位で、様々な倒れ方・支え方を師範すいろいろな身体部位で、様々な倒れ方・支え方を師範すいろいろな身体部位で、様々な倒れ方・支え方を師範す 

    るるるる 

・・・・    前時（近づき・取り巻く・触れる・絡む）の課題を利用前時（近づき・取り巻く・触れる・絡む）の課題を利用前時（近づき・取り巻く・触れる・絡む）の課題を利用前時（近づき・取り巻く・触れる・絡む）の課題を利用 

    しながら倒れるしながら倒れるしながら倒れるしながら倒れる////支えるを生かした一流れの動きにさせる支えるを生かした一流れの動きにさせる支えるを生かした一流れの動きにさせる支えるを生かした一流れの動きにさせる 
 

                    イイイイ    同じことを同じことを同じことを同じことを BBBB さんがするさんがするさんがするさんがする 

                ウウウウ    ア・イをスピードアップして行う（ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞも強く）ア・イをスピードアップして行う（ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞも強く）ア・イをスピードアップして行う（ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞも強く）ア・イをスピードアップして行う（ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞも強く） 

        エエエエ    ア・イを超スローで行うア・イを超スローで行うア・イを超スローで行うア・イを超スローで行う 

                オオオオ    アアアア++++イイイイ++++ウウウウ++++エを一連で行うエを一連で行うエを一連で行うエを一連で行う 

                                （倒れ方（倒れ方（倒れ方（倒れ方////支え方を変えてもよい）支え方を変えてもよい）支え方を変えてもよい）支え方を変えてもよい） 

 

５５５５    好きなイメージで一流れの動きを創る好きなイメージで一流れの動きを創る好きなイメージで一流れの動きを創る好きなイメージで一流れの動きを創る 

 

 

 

 

 

６６６６    見せ合い見せ合い見せ合い見せ合い 

・・・・    動きのスピードを変化させ課題に対しての楽しさ・関心動きのスピードを変化させ課題に対しての楽しさ・関心動きのスピードを変化させ課題に対しての楽しさ・関心動きのスピードを変化させ課題に対しての楽しさ・関心 

    を高めさせるを高めさせるを高めさせるを高めさせる 

 

・・・・    最後は気持ちよく止まって目で他のｸﾞﾙｰﾌﾟの動きを見さ最後は気持ちよく止まって目で他のｸﾞﾙｰﾌﾟの動きを見さ最後は気持ちよく止まって目で他のｸﾞﾙｰﾌﾟの動きを見さ最後は気持ちよく止まって目で他のｸﾞﾙｰﾌﾟの動きを見さ 

    せるせるせるせる 

 

・・・・    グループ（２人～グループ（２人～グループ（２人～グループ（２人～6666 人）でこれまでに行った倒れる・支えるを生人）でこれまでに行った倒れる・支えるを生人）でこれまでに行った倒れる・支えるを生人）でこれまでに行った倒れる・支えるを生

    かしながら口リズムを使ってひと流れの動きをさせるかしながら口リズムを使ってひと流れの動きをさせるかしながら口リズムを使ってひと流れの動きをさせるかしながら口リズムを使ってひと流れの動きをさせる 

・・・・    「支える」の工夫を大切にしながら助言する。「支える」の工夫を大切にしながら助言する。「支える」の工夫を大切にしながら助言する。「支える」の工夫を大切にしながら助言する。 

・・・・    タイトルをつけさせるタイトルをつけさせるタイトルをつけさせるタイトルをつけさせる 

・・・・    楽しい雰囲気の中で動きの見せ合いをさせる。楽しい雰囲気の中で動きの見せ合いをさせる。楽しい雰囲気の中で動きの見せ合いをさせる。楽しい雰囲気の中で動きの見せ合いをさせる。 

・・・・    仲間の動きを見ることは意欲を高めることのできる大切な活動仲間の動きを見ることは意欲を高めることのできる大切な活動仲間の動きを見ることは意欲を高めることのできる大切な活動仲間の動きを見ることは意欲を高めることのできる大切な活動

    であることを知らせる。であることを知らせる。であることを知らせる。であることを知らせる。 

・・・・    自分のグループの個性・仲間のグ自分のグループの個性・仲間のグ自分のグループの個性・仲間のグ自分のグループの個性・仲間のグループの個性に気づかせる。ループの個性に気づかせる。ループの個性に気づかせる。ループの個性に気づかせる。
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        おおおお 

 

 

 

    わわわわ 

 

 

 

        りりりり 

７７７７    本時の反省本時の反省本時の反省本時の反省 

 

 

 

 

 

８８８８    体ほぐしⅡ体ほぐしⅡ体ほぐしⅡ体ほぐしⅡ 

９９９９    次時の連絡次時の連絡次時の連絡次時の連絡 

10101010    挨拶・後始末挨拶・後始末挨拶・後始末挨拶・後始末 

・・・・    下記のようなことにポイントを置いて自分を見つめさせる。下記のようなことにポイントを置いて自分を見つめさせる。下記のようなことにポイントを置いて自分を見つめさせる。下記のようなことにポイントを置いて自分を見つめさせる。 

        ＊＊＊＊    楽しく踊ったか．楽しく踊ったか．楽しく踊ったか．楽しく踊ったか． 

        ＊＊＊＊    動きを工夫したか．動きを工夫したか．動きを工夫したか．動きを工夫したか． 

        ＊＊＊＊    友達と交流や協力できたか．友達と交流や協力できたか．友達と交流や協力できたか．友達と交流や協力できたか． 

        ＊＊＊＊    友達のよさを見つけたか．友達のよさを見つけたか．友達のよさを見つけたか．友達のよさを見つけたか． 

・・・・    印象に残ったことを発表させる。印象に残ったことを発表させる。印象に残ったことを発表させる。印象に残ったことを発表させる。 

・・・・    リフレッシュした気分にさせる。リフレッシュした気分にさせる。リフレッシュした気分にさせる。リフレッシュした気分にさせる。 

・・・・    ｢持ち上げる・運ぶ｣を行うことを確認をさせる。｢持ち上げる・運ぶ｣を行うことを確認をさせる。｢持ち上げる・運ぶ｣を行うことを確認をさせる。｢持ち上げる・運ぶ｣を行うことを確認をさせる。 

・・・・    挨拶をさせる。後始末をしっかりさせる。挨拶をさせる。後始末をしっかりさせる。挨拶をさせる。後始末をしっかりさせる。挨拶をさせる。後始末をしっかりさせる。 

（（（（４）４）４）４）    本時の評価本時の評価本時の評価本時の評価 

                アアアア    自分や他人の動きを意識しながら仲間と一緒に動くことができたか。自分や他人の動きを意識しながら仲間と一緒に動くことができたか。自分や他人の動きを意識しながら仲間と一緒に動くことができたか。自分や他人の動きを意識しながら仲間と一緒に動くことができたか。 

                イイイイ    運動の課題「支える」を手がかりにして、仲間と協力して、より個性的な動きを楽しく探求することができたか。運動の課題「支える」を手がかりにして、仲間と協力して、より個性的な動きを楽しく探求することができたか。運動の課題「支える」を手がかりにして、仲間と協力して、より個性的な動きを楽しく探求することができたか。運動の課題「支える」を手がかりにして、仲間と協力して、より個性的な動きを楽しく探求することができたか。                                                

                ウウウウ    「支える」を生かして、ひと流れの動きが創れたか。「支える」を生かして、ひと流れの動きが創れたか。「支える」を生かして、ひと流れの動きが創れたか。「支える」を生かして、ひと流れの動きが創れたか。 

 

４．４単元終了後の生徒の内省記録分析 

 単元終了後の内省記録から自分や他者への気づき、運動することへの爽快感を感じていることが伺

える。高校生らしく表現・創作技能の質的面への関心も高い。 

表３ 単元終了後の内省記録分析 
  

   項 目 

                      生徒の内省と実数（複数回答）     対象１００名  
             プラス面  計         マイナス面  計 

 

 

 他人や自分 

 を取り巻く 

 環境 

初めての人と活動できて良かった（２２） 

相手との信頼が大切（１０） 

表現したい物の気持ちになれた（２） 

周囲の自然に癒された（２） 

人に対して優しい気持ちになれた（１） 

友達のアイデアや意見の良さに気づいた（１） 

 

 

 ３８ 

 

（１９％） 

 

楽しんでいる皆がうらやましい 

            （１） 

ペアを作るとき緊張する（１） 

 

 

 ２ 

 

（１％） 

 

 

 

 

 自分の体や 

 心 

 体や気分がスッキリ（２２） 

 体が硬くストレッチが効果的（９） 

 子どもの頃の自分に帰れた（８） 

 恥ずかしさがなくなった（４） 

 体の力を抜くのが難しい（１） 

 一生懸命な自分がいた（１） 

 

 

 ４５ 

 

（２３％） 

 

楽しくなかった（１）  

 

 １ 

 

 

 

 

 

 

 動き方（質， 

 技術，量） 

 創作の苦労と良さがわかった（８） 

 いろいろな事からダンスが作れる（８） 

 タイミングをあわすとリフトが軽い 

 判奏音があると楽しく踊りやすい（３） 

 ダンスの違う一面に気づいた（２） 

 表現したい物を表現できた（２） 

 人との関わりでダンスが広がる（２） 

 大きく動くと楽しい（１） 

 成りきれば良い（１） 

 人と違った物を作りたい（１） 

 

  

  

 112 

 

 

 

 

 

（５６％） 

関わりにこだわり構成の時間がなかっつた 

           （１） 

リフトはこわかった（１） 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

（１％） 
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 その他     

 合 計 １９３         ( ９７％) ５        (２．５％) 

 
  ４．５ 毎授業後の生徒の内省記録分析 

  中学校同様各授業時間多くの生徒がネガティブな気持ちで授業に望み、授業後爽快感を得て、教室

に戻る状態が顕著に表れている。高校期においても「体ほぐしの運動」を導入に採り入れることによ

って、自分や他者の状態への気づきや動くことへの快感を体験できている。  

表 4 毎授業前後の内省記録分析 （公開授業校） 
 実施日時 

授業内容

生 徒 の 内 省（３５名）  

授 業 前  授 業 後  

５／１５ 

 リズムダンス 

 マッサージ 

 巧打 

 みしりさしり 

 水ぶくろ 

 

 

 

＋ 

晴れ（１１） 

晴れ曇り（４） 

 

 

 

 １５ 

 

 

 

（43%） 

気持ちよかった（９） 

晴れ・快晴（５） 

リラックス（５） 

楽しかった・おもしろかった（４） 

スッキリ・さわやか（２） 

明るい気分・ノリノリ（２） 

協力できた（１） 

潤った（１） 

 

 

 

 ２９ 

 

 

 

（83%） 

 

 

－ 

くもり（９） 

雨・しぐれ（４） 

どしゃぶり（２） 

大嵐・雷雨（２） 

乾燥（１） 

ドキドキ（１） 

 

 

 ２０ 

 

 

（57%） 

やはり気分すぐれず（３） 

はずかしかった（２） 

疲れた（１） 

 

 

 ６ 

 

 

（２％） 

６／２６ 

 リズムダンス 

 ゴミボールで 

   おしゃべり 

 

 

＋ 

晴れ・快晴（１４） 

晴れ曇り（４） 

入道雲のように雄大（１） 

夏空（１） 

晴れ時々あられ （１） 

 

 

 ２１ 

 

 

（60%） 

楽しかった・おもしろかった（１） 

気持ちいい・すかっとした・爽快（５） 

晴れ（４） 

友達っていい（２） 

元気（１） 

献血にいこう（１） 

 

 

 ３０ 

 

 

（86%） 

 

 

－ 

くもり（８） 

雨（３） 

寝不足（１） 

クール（１） 

憂鬱（１） 

 

 

 １４ 

 

（40%） 

恥ずかしかった（２） 

いまいち（１） 

無（１） 

暑すぎ（１） 

 

 

 ５ 

 

（14%） 

１１／１３ 

  ファンク 

 リフトで遊 

 

 

＋ 

晴れ・快晴（１５） 

晴れ時々曇り（３） 

良好（１） 

 

 

 １９ 

楽しかった・おもしろかった（１） 

リラックス（３） 

鳥のよう・体が軽くなった（２） 

 

 

 ２７ 

 ぼう    

（54%） 

優しい気持ちになれた（１） 

びっくり（１）最高（１） 

 

（77%） 
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－ 

くもり（１１） 

雨（２） 

寒波（１） 

寝不足でだるい（１） 

ブルー（１） 

 

 

 １６ 

 

46% 

憂鬱（３） 

むずかしい（２） 

怖かった（１） 

目が回った（１） 

ますます悪し（１） 

 

 

 ８ 

 

（23%） 

表５ 毎授業前後の内省記録分析（研究発表校） 
 

 

 

授 業 内 容 

生 徒 の 内 省（６５名）  

 学 習 前 学 習 後  

 

 

 

 

１ 

リズムを作ろう 

・ マッサージ 

・ 手遊び 

・ ボディーパー 

 カッション 

・リズムづくり 

 

 

 

＋ 

いつもどおり（８） 

楽しい（４） 

すがすがしい（１） 

 

 

 13 

 

 

（２０％） 

  おもしろい・楽しい（１５） 

  明るい・スッキリ（１２） 

  いい気分（９） 

  ハイテンション（４） 

  ホットになった（４） 

  体が軽くなった（３） 

  ハッピー（２）最高（２） 

 
 
 
 ５１ 
 
 

 

（７８％） 

 

 

 

 

 

5

1

    

 

 

 

 

－ 

だるい・疲れている（16）    疲れた（９） 

  腹痛がする（３） 

  眠い（２） 

 
 

 

 

 １４ 

 

 

 

 

（２２％） 

 

 

 

 

 

 

 

1

4

 

眠たい（９） 

気分が悪い（７） 

憂鬱・ブルー（６） 

頭痛・腹痛がする（６） 

寒い（３） 

不安（２） 

暑い（１） 

暗い（１） 

やる気なし（１） 

 

 

 

 

 ５２ 

 

 

 

 

 

 

 

（５２％） 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

運動課題 

・ボディーパーカッショ 

ン 

・ストレッチ 

・全力疾走 

・達磨さんが転んだ 

・走る～止まる 

 
 
 
 

 

 

 

 

＋ 

いい気分（８） 

普通（４） 

すがすがしい（２） 

ちょっと元気（１） 

 

 

 15 

 

 

 

 

  楽しい（２２） 

  スッキリ・すがすがしい（１３） 

  元気になった（６） 

 普通（４） 

  ホットになった（３） 

  リフレッシュ（３） 

  ハッピー（１） 

  私もやりたかった（見学者）（１） 

 
 
 
 
 ５３ 
 
 
 
 
 

 

（８２％） 

 

 

 

 

 

5

3

     （２３％） 

 

 

 

 

 

－ 

眠い（２１） 

だるい（９） 

疲れている（７） 

ブルー（６） 

頭痛・腹痛がする（３） 

元気がない（２） 

焦っている（１） 

むなしい（１） 

 

 

 

 ５０ 

 

（７７％） 

 

  眠い（５） 

  疲れた（４） 

  帰りたい（１） 

 変な気分（１） 

 ブルー（１） 

 

 

 
 

 

 １２ 

 

（１８％） 
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３ 

なりきって 

・ストレッチ 

・新聞紙で遊ぼ 

 う 

・新聞紙ショー 

 トストーリー 

 

 

 

 

＋ 

普通（４） 

わくわく（３） 

すっきり（１） 

楽しい（１） 

気分いい（１） 

ハッピー（１） 

 

 

 

  11 

 

 

 

（１７％） 

 

  スッキリ・目が覚めた・すが 

  すがしい・はつらつ（１８） 

  気分いい（１３） 

  楽しくノリノリ（１２） 

  ホットな気分（６） 

  ちょっと楽しい（３） 

  普通（２） 

  おなかがすいた（２） 

  何でもできる感じ（１） 

 

 

 

 57 

 

 

 

（88%） 

 

 

 

   
 

 

 

－ 

だるい（２１）    恥ずかしかった（３） 

  疲れた（２） 

  腹痛がする（１） 

  はらはらな気分（１） 

  暑い（１） 

 

 

 

 8 

 

 

 

（１２％） 

 

ねむたい（１２） 

元気ない（４） 

いやな気分（４） 

頭痛・腹痛がする（４） 

寒い（３）  暑い（２） 

暗い・むなしい（２） 

足が痛い（１） 

おなか空いてる（１） 

 

 

 

  ５３ 

 

 

 

 

 

 

（８３％） 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

イメージ課題 

・リズムダンス 

 ・パートナー探し 

・ゴミボールで遊ぼう 

・ゴミボールを○○に 

見立てて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

＋ 
 

 

 

 

 

 

 

 

普通（１２） 

元気（８） 

楽しい（３） 

スッキリ（２） 

 

 

 

  25 

 

 

 

（３８％） 

 

  楽しかった（２１） 

  笑いすぎて疲れた（８） 

  めざめた・スッキリ（５） 

  普通（５） 

  いい気分（５） 

  リフレッシュ（４） 

  ハイテンション（３） 

  がんばった（１） 

  

 

 

 

 

 52 

 

 

 

（８０％） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

― 
 

だるい・疲れている（１５） 

気分悪し（９） 

眠い（８） 

ブルー（２） 

帰りたい（２） 

イライラ（２） 

ちょっと変（１） 

腹痛がする（１） 

 

 
 
 
 
 
  40 
 
 （６２％） 
 

 

気分悪し（５） 

  疲れた（４） 

 恥づかしかった（２）  

  暑い（１） 

  終わってホッとした（１） 

 

 

 

 

  １３ 

 

（２０％） 
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図１ 単元前後の自尊感情テスト（中学校：ＮＳ） 

 

 

図２ 単元前後の自尊感情テスト（高等学校：ＮＳ） 

 

５．１ 授業前後の自尊感情テスト得点の変化     

 生徒の変容及び授業構成の有効性を検証するために，10 項目からなる自己評価の指標である、自尊

感情テストを実施した。当初自己受容テストを考えていたが、26 項目あることや標準化された 18 歳

以下の適した指標がなく、同様なテストであり 10 項目を簡便に調査できることから選択した。体育

心理学の山中先生（鹿児島大学）のアドバイスにもよった。このテストの 18 歳以下の標準化されも

のがなく、プレテストの結果高校生には質問項目の理解等に支障はないと判断しそのまま用いた。中

学生には複数の 10 年以上の教師により、難解と思われる質問項目の文意を損ねないよう平易に改め

た。その結果図１・２に示す通りである。平均値では上昇しているものの有意な差がみられなかった。

単元実施が短期間であり、顕著な結果がみられなかったものと思われるが今後の課題としたい。 

単元前後の自尊感情テスト得点の変化（高等学校）
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６．おわりに 

 「体ほぐしの運動」を導入にとりいれた創作ダンス指導のあり方について、検討を重ねてきた。 

各「体ほぐしの運動」の体験や指導実践、生徒の内省・自尊感情テストの結果から以下の点が集約さ 

れる。 

１） 教材や指導計画の工夫：単元の初期には、交流系のワーク（実習）を多くする。徐々に気づき系、

調整系のワークを増やしていく方法が効果的であった。それ以前に教師がその単元の学習内容を 

精選することや様々なワークを教師自身が体験することが不可欠であろう。 

２） 学習過程の工夫：授業の最初は、いつまにか我を忘れて動いていたという鬼ごっこ等交流系のワ 

  ークを実施するのが望ましい。（冬期には、その前に軽く筋温を上昇させる運動等の配慮が必要 

  であるが。）なぜなら、ここで恥かしさの軽減や運動量の確保、自然な友人たちとの交流が期待 

  できるからである。その後、徐々に表現的要素を組み込むことや、本時の学習の伏線となるワー 

  クを組み込むと良い。導入時間は長くなるが、後の活動が活性化し、生徒が楽しく意欲的に取り 

  組みようになる。 

３） 支援のあり方の工夫：教師が指示的な言葉掛けから、生徒のありのままを受け入れる姿勢や自分 

の「心や体」に目を向けるような言葉掛けに変化したことで、従来と同様な教材を取り扱う場合 

においても生徒に変化が見られた。また、生徒間でも同様である。 

４） 授業の有効性の検討：生徒の内省や授業前後のコメントの変化からも明白なように、また授業に 

あたった教師の実感からも、生徒の気持ちのプラスへの変容が確認された。単元前後の自尊感情 

テストの結果では、有意な差は見られなかったが平均値は上昇している。期間も短く顕著な自 

覚や数値の変化に結びつかなかったが、生き生きとした生徒の内省からも明らかなように、自己 

を肯定的にとらえ、運動する喜び・表現する喜びにあふれている。以上のことからもこの授業は 

  有効だったといえよう。 

 今後の課題としては、１つには他種目との比較があげられよう。今１つは豊かな心の変化が期待で

きる「体ほぐしの運動」と創作ダンスの授業において、豊かな身体感覚に裏付けられた技能面での変

化も期待できるという指導者の実感があることから、心と体の変化とともに技能面での豊かな変容に

焦点を絞った実験授業に取り組むことをを課題としたい。 
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